
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほたる館の仲間たち 

ニホンイシガメ 

ホタルは夏だけの風物詩だと思っていたら、ほた

る館では一年中ヘイケボタルを見ることができま

す。どうしてだかわかりますか。 

実は、昆虫には１化性（1 年に 1 回しか生まれな

い）と多化性（1 年に２回以上生まれる）があり、

ゲンジボタルは１化性でヘイケボタルは多化性なん

です。室内の温度を初夏の温度（２４℃前後）で飼

育すると、冬でも羽化します。その性質を利用して

ほたる館では一年中羽化させているのです。 

日本固有種。 

子どもの甲羅の形と色

から付けられた名前は

「ゼニガメ」。 

令和元年（2019年） 

9月 15 日 ほたる館情報 

ヘイケボタル 145匹 

 

 

一般的に目でメスを見つける昆虫

はオスの目玉がメスより大きくなっ

ています。ホタルのオスもメスの光を

見つけるために大きくなっています。

皆さんが観賞する午後８時から９時

ごろのホタル(ゲンジボタル)はゆっ

たりと光りながら飛んでいますが、実

は飛んでいるのはほとんどオスで、下

の川岸の草むらに止まっているメス

の光を必死に探しているのです。 

 

ホタルはメスよりオスの方が目

玉が大きい。 

ホタル一口メモ 

メス オス 

さ

な

ぎ 

 

１ 昆虫に学ぶ➆ 

「バッタ類の魅力に迫る」  

  10/6（日）14:00～16:00 

※9/4より受付開始 

２ ホタルと連鶴の折り紙教室     

   10/12（土）13:00～15:00 

３ 生き物講座② 

「どっちがどっち？イモリとヤモリ」 

10/26（土）14:00～16:00 

４ 原色押し花教室 

   10/27（日）13:00～15:00 

ガラスのケースの中でヘイ

ケボタルが光っています。

ぜひ見に来てください。 

 


